












In general, there is a power law between scale and ranking. In Kanto district, inter-regional information
flow data fit the power law. It means a fractal structure is self-organized. The probability distribution of
OD data is estimated to be a log-normal distribution. It suggests the mechanism of OD data generation, and
it is possible to develop new models or simulate self-organization.
関東地方、大都市圏、情報流動量、単位料金区域、ODデータ、ジップの法則、ベキ乗法則、フラクタ
ル、対数正規分布、正規QQプロット
Kanto district, metropolitan area, information flow, message area, OD （Origin-Destination）data, Zipf’s














































































































































































































s r = c（一定）
ベキ乗のパラメータnを導入して上の式を一般
化すると、次のようになる。








係が成り立つことがわかる。つまり s と r を両
対数グラフにプロットすると、傾き－nの直線に
のることになる。上の式で、y = log s, x = log r,
a = － n, b = log cとおくと、
y = a x + b
となる。ここで実際のデータがあれば、最小２

























































































































上位６MAの直線 － 1.526 7.045
下位50MAの直線 － 1.537 7.775
大都市圏における情報交流の分析手法
－ 20－
Ａ １ 東京 13725939 96.74
　 ２ 横浜 3434236 87.13
　 ３ 浦和 1472619 82.55
　 ４ 千葉 1246383 78.83
　 ５ 川崎 999526 73.17
　 ６ 立川 937491 65.75
Ｂ ７ 川口 792907 69.88
　 ８ 藤沢 791841 69.66
９ 武蔵野三鷹 790890 55.06
　 10 市川 770916 71.50
　 11 船橋 759208 72.76
12 相模原 706472 73.82
　 13 水戸 683318 82.93
　 14 国分寺 680973 56.40
　 15 熊谷 673178 77.58
　 16 川越 668566 75.19
　 17 厚木 652856 65.06
　 18 宇都宮 640650 82.70
　 19 草加 612998 75.75
Ｃ 20 柏 544163 79.38
　 21 平塚 543342 73.34
　 22 横須賀 490801 76.25
　 23 八王子 481627 66.59
　 24 土浦 465919 77.56
　 25 所沢 462088 76.44
　 26 高崎 448007 75.96
　 27 小田原 414420 79.42
　 28 前橋 387403 73.45
　 29 久喜 357596 71.73
　 30 太田 349064 85.61
　 31 木更津 326191 81.54
　 32 常陸太田 270074 76.77
　 33 成田 267680 68.68
　 34 市原 248219 71.17
　 35 下館 235211 82.37
　 36 伊勢崎 229317 70.87
　 37 桐生 205718 80.93






Ｃ 39 栃木 200055 75.76
　 40 東松山 193011 67.51
41 八日市場 182894 68.74
　 42 古河 176342 88.24
　 43 大田原 170876 76.73
　 44 水海道 168636 74.17
　 45 茂原 168299 68.80
　 46 潮来 165422 81.24
　 47 東金 162071 65.76
　 48 銚子 160830 78.77
　 49 石岡 158043 70.94
　 50 渋川 158043 73.81
　 51 足利 154894 88.23
　 52 竜ヶ崎 145855 75.42
　 53 館山 140971 81.86
54 佐原 136333 70.50
　 55 青梅 135108 64.25
　 56 秩父 132993 84.94
　 57 佐野 130295 82.44
　 58 真岡 119188 79.71
59 飯能 116378 68.82
　 60 本庄 114032 73.00
　 61 鹿沼 109918 72.79
　 62 沼田 108718 83.93
　 63 大原 107396 72.70
　 64 今市 106539 77.30
　 65 高萩 92910 74.90
　 66 黒磯 89258 76.00
　 67 富岡 88107 74.19
　 68 笠間 81779 67.34
　 69 藤岡 79769 71.25
Ｄ 70 烏山 58693 71.18
　 71 鉾田 58054 67.07
　 72 常陸大宮 55035 67.76
　 73 鴨川 52359 70.33
　 74 長野原 33186 78.83

















































上位 20MAの直線 － 0.595 5.940
下位 13MAの直線 － 1.852 7.585
a（傾き） b（切片）
上位６MAの直線 － 1.526 7.045



























１：水戸 21： 佐野 １： 東京 21： 八王子
２： 宇都宮 22： 真岡 ２： 横浜 22： 所沢
３： 土浦 23： 鹿沼 ３： 浦和 23： 小田原
４： 高崎 24： 沼田 ４： 千葉 24： 久喜
５： 前橋 25： 今市 ５： 川崎 25： 木更津
６： 太田 26： 高萩 ６： 立川 26： 成田
７： 常陸太田 27： 黒磯 ７： 川口 27： 市原
８： 下館 28： 富岡 ８： 藤沢 28： 東松山
９： 伊勢崎 29： 笠間 ９： 武蔵野三鷹 29： 八日市場
10： 桐生 30： 藤岡 10： 市川 30： 茂原
11： 小山 31： 烏山 11： 船橋 31： 東金
12： 栃木 32： 鉾田 12： 相模原 32： 銚子
13： 古河 33： 常陸大宮 13： 国分寺 33： 館山
14： 大田原 34： 長野原 14： 熊谷 34： 佐原
15： 水海道 35： 大子 15： 川越 35： 青梅
16： 潮来 16： 厚木 36： 秩父
17： 石岡 17： 草加 37： 飯能
18： 渋川 18： 柏 38： 本庄
19： 足利 19： 平塚 39： 大原


































































































































（４）「The R Project for Statistical Computing」
http://www.r-project.org/




（６）George K. Zipf, Human Behaviour and the Principle of
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図７　ODデータの対数をとったものの
確率密度関数の推定　  　
図８　ODデータの対数をとったものの
正規QQプロット　　　　
Ⅵ　おわりに
　地域の通話回数の発信量を規模データとして
用い、ベキ乗法則にもとづく分析を進めてきた
が、かなり秩序だった地域の構造があることが
明らかになった。大都市の近郊地域においては、
特殊な振る舞いを見せることもあるが、ほぼベ
キ乗法則は大きな枠組みとして成り立っている
密
　
度
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